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分野に見 られ,重要な役割 りを果たして いるもの も少な くない [1]- [3]｡
ここでは,最近 Florjanczykと Tremblayによって周期解が求められた連立非線形シュレ
ーディンガー方程式において [4],解の分岐が生 じることを示す｡
§2 方 程 式
ここで扱 う方程式は
iat+ axx+Ka+i)(lal2+lbf2)a+ q(a2+ b2)a '-0,
ibt+ bxx-Kb+ i)(lal2+lbl2)b+ q(a2 + b2) b'-0,
(1)
(2)













































































§4 最 後 に
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